
ー，第

く
の
も
H

3

ニ
の
手
節
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥
し

火
災
か
起
き
や
す
い
気
象
状
況
に
あ
り

し
い
ま
ち
に
す
る
聴
い
を
こ
品
ι
て

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。
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の
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を
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査
早

て

検

し

な

的

定

単

倒

予

簡

圧

を

。
が

学

み
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入

ぎ
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月
張
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や
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日
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は
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月

な

年

た

2
て

今

し

は

め

、

ま

で

初

が

い

校

は

た

て

学

校

し

い

小

学

ま

輝

科

小

き

な

神

な

描
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。
ん

を

み

ン
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絵
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。
に

目

一

た

い
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、
ン
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レ
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や
り

学

ま

い

た

入

り

思

供

ろ

あ

て

子

そ

が

し

ろ
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用

か

そ

学

利

の

入

を

る

+
t
F
3
d
ttw
g
t
J

「
』
，
L
司

J
g
b

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

市民の動き

( 2月1日現在)

(+ 15) 

(+ 27) 

(-12) 

(+ 25) 

112，666人

54，959人

女 57，707人

世帯数 33，836世帯

( )内は前月比です。
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歩け歩け運動で

気分そう快

市
が
昨
年
か
ら
始
め
た
高
齢
者
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
し
た
「
歩
け
歩
け
運
動
」

を
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
実
施
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
各
地
区
公
民
館
代
表
の
六
人
の
皆

さ
ん
が
、

二
月
十
日
、
石
井
市
長
を
交

え
て
座
談
会
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
「
歩
け
歩
け
運
動
」
は
、

H

お

年
寄
り
の
健
康
は
、
ま
ず
歩
く
こ
と
か

ら
y

を
テ

l
マ
に
、
カ
ー
ド
を
使
い
、

歩
い
た
距
離
に
よ
っ
ぞ
ス
ゴ
ロ
ク
式
に

コ
l
ス
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
歩
き
続
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
日
の
座
談
会
で
は
、
始
め
ら
れ

た
動
機
や
完
歩
し
て
み
て
良
か
っ
た
点

な
ど
に
つ
い
て
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
座
談
会
の
様
子
を
次

の
点
に
し
ぼ
っ
て
掲
載
し
て
み
ま
し
ょ

、「ノ。①
始
め
ら
れ
た
動
機
は
何
で
す
か
。

②
毎
日
の
歩
く
距
離
、
場
所
は
ど
の
よ

う
に
し
て
選
び
ま
し
た
か
。

③
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
一
年
間
に
歩
い

た
日
数
、
歩
い
た
総
キ
ロ
数
は
、
ど

の
く
ら
い
で
す
か
。

④
完
歩
す
る
の
に
途
中
で
困
っ
た
こ
と

は
何
で
す
か
。

⑤
完
歩
し
て
み
て
良
か
っ
た
こ
と
は
何

で
す
か
。

⑥
苧
」
れ
か
ら
も
続
け
ま
す
か
。

①県老人大学に参加して、~人の健康は歩くことが

重要だと感じたからです。

②部落(染屋)の端から小学校まで 2kmとし、う標識が

あるので、それを起点としました。

③24日 。 約800km。

④雪道で、泥水を自動車にとばされました。

⑤体調が良くなりました。 また、ヒザの痛みが取れ

ました。

空気はきれし、だし、日の出を拝めるのが楽しみです。

⑥今はちょっと体調が悪いので中止をしていますが、

気候が良くなったら再開します。

JII 
上

勇
さ
ん

(
染
屋
・
刈
歳
)

①手足のしびれがひどく このままでは動けなくな

るのではと心配してい たところ、老人会を通じて

この運動があることを知 って始めました。

②上田駅までを目標と し、往復しています。

③323日。 約350km。

⑤朝早〈起きてーまわ りしてくると気分カ、大変良い。

また、腰や是ヵ、悪かったが、大分良くなりました。

⑥歩くことによって体の調子が良いので.、これから

も続けたいです。

寺本

花
さ
ん

(
常
田

2
・
n歳
)

)11 

まし
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磐
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屯

野

竜
雄
さ
ん

(
川
辺
町
・
祁
歳
)

①昭和33年夏ごろから私は歩け歩けを実行してきま

した。O)o年からこの運動があるのを知り 、参加し

ました。

②新田の大輪寺まで約 2kmなので、往復 4kmを歩い

ています。

i③ほとんと毎日 約1.3仇

④やはり天気かげんが一番困りました。 また 、犬に

足をかじられたこともありましたので、 犬は放 し

飼いlこしないでほしいです。

⑤長い問、毎朝新鮮な空気の中を歩き続け てきたた

めか健康で、毎日の仕事が楽しみです。 !

⑥健康の許す限り続けます。 I

①医者から、年をとってからの冬の自転車乗りは健

康上好ましくないといわれ、以後もっぱら歩くこ

| とにしました。

l②舗装されていない道路で自動車の通行量の少ない

道を選んで、 4km歩くことにしました。

③ 284日。約1，0l1km。

⑤身辺社会の実情をいろいろ知ることができました。

また、歩いたあとの心身のそう快さを l味うことが

できました。

⑥自己の歩行力に一層の確信を持ちたいと思ってい

ます。

(中野・ 72歳)

①糖尿病や手足のしびれなどの持病がありますが、体力維持のた

め何とか歩き続けたいと思って始めました。

②最初は毎日 5kmを歩いていたが、入院生活後は 1kmか 2kmを歩

いています。

③約670km。

⑤美しい田んぼなどを見ながら歩けることが楽しく、体の調子も

いくらか良くなっています。

⑥退院後、両手足のしびれで歩くことが困難であったわけですが、

歩かないと一層悪くなってしまうので努めて歩きたいと思って

います。

賢次さん片山

(下室賀・ 68歳)

①老人の健康は歩くことが第ーだと日ごろ思っていたとこ ろ、 川

西公民館からこの運動を勧められました。

②家から仕事先のビニールハウスまでの距離を実illlJして決めまし

た。約500mです。

③約327目。約350km。

⑤足が丈夫になり、歩くことが楽しくなりました。長い距離も、

自信をもって歩けるようになりました。

⑥自ら決めたことを達成したそう快な気持ちと体調の良さは、老

化防止に効果的であると思います。

正代さん土屋

出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

一
憶
に
「健

康
に
大
変
よ
い
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
話
し
を
参
考
に
、
皆
さ
ん
も
今

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
現
在
、
ヵ

l
ド
を
使

っ
て
こ

の
運
動
を
実
施
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

是
非
と
も
完
歩
し
て
「
完
歩
賞
」
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
初
め
て
の
方

は
、
各
公
民
館
に
カ

l
ド
が
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 句-
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資源活用推進月間
ー むだをなくし物を生かす市民運動-

3 月 9 日 ~5 月 10 日

え
、【
J報

一
日
可n

u
 

月
物

ロ
他

年
郵

相
川
こ
の
と
こ
ろ
第
二
次
石
油
危
機
と
い

川
明
わ
れ
る
ほ
ど
、
世
界
中
が
石
油
問
題
で

一
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。

一
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
第
一

ト

次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
苦
い
経
験
を

踏
ま
、え
て
、
よ
う
や
く
私
た
ち

の
生
活

の
な
か
に
も
、
ぷ
官
資
源
・
省

エ
ネ
ル

ギ
ー
H

の
意
識
が
芽
生
え
て
き
て
い
ま

寸

v
。

ー第 834 
号~

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
皆
さ
ん

は、

H

物
を
大
切
に
す
る
心
。
を
つ
い

忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い

う
課
題
は
、
い
ま
や
世
界
的
に
極
め
て

現
実
的
な
政
策
課
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
第
二
次
石

油
危
機
以
後
は
、
更
に
政
策
は
強
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
進
め

る
方
策
と
し
て
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
(
耐
用
年
数
の
延

長
、
節
電
型
製
品
の
普
及
な
ど
)
、
資

源
の
再
利
用
の
促
進
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
私
た
ち
も
も
う
一
度
、
自
分
の

生
活
を
ふ
り
返
り
限
り
あ
る
資
源
を
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、

「
む
だ
を
な
く
し
物
を
生

か
す
運
動
」

を
今
年
も
行
い
ま
す
。

七
年
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動
は
、
三

月
九
日
か
ら
五
月
十
日
ま
で
の
二
か
月

間
を
「
資
源
活
用
推
進
月
間
」
と
し
、

資
源
活
用
推
進
本
部
(
本
部
長
上
田

市
長
)
を
設
置
し
て
、
「
資
源
活
用
広

場
」
の
開
催
や
中
部
電
力
側
、
上
回
ガ

ス
側
、
上
回
電
報
電
話
局
、
上
回
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
協
賛
に
よ
り

「
む
だ
を
な
く
す
生
活
展
」
な
ど
の
行

事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
年
聞
を
通
し

て
行
っ
て
い
る
不
用
品
交
換
に
つ
い
て

は
、
特
に
こ

の
期
間
を

「
省
資
源
強
間

期
間
」
と
し
、
不
用
品
の
紹
介
・
あ

っ

せ
ん
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
か
市
民
総
参
加
に
よ

順
調
に
進
む
市
氷
道
事
業

834 

る
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
。
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
か
ら

紹
介
・
あ
っ
せ
ん
ま
で

市
で
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
一

環
と
し
て、

年
聞
を
通
し
不

用
品
の
笠
録
、
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
資
源
の
再
利

用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
物
価
対

策
に
も
役
立
て
る
た
め
、
ご
家
庭
や
職

三
自
治
会、

九

O
%
以
上
が
十
二
自
治

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
九

O
%
以
上
は
、

一
年
前
よ
り
五
自
治
山
田
開
加
し
ま
に
陀
。

場
に
ね
む

っ
て
い
る
不
用
品
を
登
録
し

て
い
た
だ
き
、
希
望
者
に
紹
介
・
あ

っ

せ
ん
す
る
も
の
で
す
。

ゆ
ず
り
た
い
品
物
、
ゆ
ず

っ
て
ほ
し

い
品
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
電
話
な
ど

で
お
気
軽
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の

「十
六
日
号
広
報
う
え
だ
」

，
不
用
品

登
録
情
報
。

欄
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
消
費
者
コ
ー
ナ
ー
」
の
掲
示

板
で
は
、
常
時
、相
介
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
紹
介
で
き
な
か

っ
た
品
物
は
、

五
月
十
日
川
開
催
予
定
の

e
資
源
活
用

広
場
e

で
即
売
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

資
糠
活
用
広
場
に
つ
い
て
は
、
後
目
、

「
広
報
う
え
だ
」
で
く
わ
し
く
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

不
用
ロ
聞
の
紹
介
・
あ

っ
せ
ん
制

度
の
要
領
や
内
容
、
「
む
だ
を
な

く
す
生
活
展
」
の
ご
案
内
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
月
十
六
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

@
お
問
い
合
わ
せ
は
:

上
田
市
資
源
活
用
推
進
本
部

事
務
局
生
活
環
境
限
生
活
係

含
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
3

す
。

市
は
、
水
洗
化
の
普
及
を
進
め
る
た

水
洗
化
工
事
は
、
市
の
指
定
し
た
下
め
、
下
水
道
課
に
「
水
洗
化
普
及
寺
門

ホ
直
協
同
定

E
Z
P
E
E
P同
トト
-JF
t
Eレ「
|
岡
淡
員
[「

(R
a
F
4
E
P
D
h以
降

R
5t



834 号、

せ
ん
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
作
市
民
総
参
加
に
よ

用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
物
価
対

策
に
も
役
立
て
る
た
め
、
ご
家
庭
や
職

順
調
に
進
む
下
水
道
事
業

一一一一一第

ー
水
洗
化
普
及
率
制
%
に
l

だ一一一(抑制斜)え'】一(5)一一一一昭和56年 3月1日 広報

下水の終末処理をする下水浄化センター

市
の
下
水
道
事
業
は
、
年
間
十
億
円

余
り
の
建
設
費
用
を
か
け
て
、
市
街
地

の
中
央
地
区
か
ら
、
東
部
、
西
部
、
卸

団
地
と
順
に
箆
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
使
用
可
能
戸
数
が
六
千

戸
余
り
、
う
ち
水
洗
化
戸
数
は
五
千
戸

余
り
と
な
り
、
普
及
率
八
四
%
と
水
洗

化
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

各
自
治
会
別
の
普
及
状
況
(
左
表
参

照
)
は
、
普
及
率
八
O
%
以
上
が
二
十

三
自
治
会
、

九

O
%以
上
が
十
二
自
治

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
九

O
%以
上
は
、

一
年
前
よ
り
五
自
治
会
増
加
し
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
水
洗
化
を

下
水
道
区
域
内
に
一
戸
で
も
、
水
洗

化
き
れ
な
い
家
庭
が
残
っ
て
い
る
と
、

「
ハ
エ
」
や
「
カ
」
の
発
生
、
雑
排
水

に
よ
る
河
川
の
汚
れ
な
ど
、
生
活
環
境

を
悪
化
さ
せ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

水
洗
化
工
事
は
、
下
水
道
法
と
市
の

下
水
道
条
例
に
よ

っ
て
、
工
事
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
費
も
諸
物

価
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
徐
々
に
高
く

な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
水
洗
化
を

さ
れ
て
い
な
い
家
庭
で
は
、
一
日
も
早

く
水
洗
化
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

自治会別下水道普及状況(時和55年 2月印刷)

90%以上自治会 80%以上自治会

自治会名 普及率 自 治会 名 普及率

末広 町 99 % 鷹匠町 89 % 

下紺屋町 98 上房山 89 

下川原柳町 95 下房山 89 

木 町 95 鍛冶町 89 

0材IJ 町 93 袋 町 88 

馬場 町 92 南天神町 87 

回 町 92 原、 町 86 

0大手 町 92 松尾町 85 

北 大 手 90 下常国 85 

0本 町 90 中常国 84 

01毎野町 90 上鍛冶町 83 

o丸 堀 町 90 横 町 83 

0印は昭和55年中に90%以上
北 天 神町 83 にな った自 治会

五
月
十
日
川
開
催
予
定
め

e
資
源
活
用

広
場
。
で
卸
売
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

す
'。

水
洗
化
工
事
は
、
市
の
指
定
し
た
下

水
道
指
定
工
事
庖
(
市
内
に
二
十
七
底
)

に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
指
定
工
事
庖

以
外
の
業
者
が
工
事
を
行
う
と
、
下
水

道
条
例
に
よ

っ
て
違
反
工
事
と
な
り
、

工
事
の
や
り
直
し
と
一
万
円
以
下
の
過

料
、
五
倍
の
使
用
料
相
当
額
が
罰
則
と

し
て
徴
収
き
れ
ま
す
。

(
工
事
庖
組
合

宮
⑫
1
3
2
9
)

川

自

治

宝
く
じ
普
及
宣
伝
の
た
め
、
白

川
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
行
う
自
主
防
災
組

問
織
育
成
助
成
事
業
の
助
成
金
二
百
万
円

M

を
受
け
て
、
東
部
地
区
自
衛
水
防
隊
の

川
設
備
笠
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山

地

域

の
人
た
ち
が
、
自
主
的
に
災
害

川
に
よ
る
被
害
を
防
止
、
軽
減
す
る
た
め

川
に
必
要
な
設
備
と
し
て
、
次
の
も
の
を

川
購
入
し
、

第
一

分
団
詰
所
で
保
管
し
て

川
お
り
ま
す
の
で
、

災
害
な
ど
に
大
い
に

川
活
用
さ
れ
、
被
害
の
軽
減
に
ご
協
力
〈

M

だ
さ
い
。

川
購
入
し
た
も
の

川

水

中

ポ

ン
プ
三
基
、

ト
ラ

ン
ジ
ス
タ

M
l
メ
ガ
ホ

ン
十
八
台
、
救
命
ロ

l
プ
(
二

川
十
い川)
十
本
、発
電
機
二
台
、
照
明
装
置

川
四
基
、
コ
ー
ド
リ
ー
ル
四
台
、
小
型
動

川
カ
ポ
ン
プ

一
台
、
小
型
受
信
機
九
台
、

事
務
局
生
活
環
境
問
生
活

倉
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
3

市
は
‘
水
洗
化
の
普
及
を
進
め
る
・
た

め
、
下
水
道
課
に
「
水
洗
化
普
及
専
門

相
談
貝
」
(
宮
⑫

4
1
0
0
内
線
3
5

7
)
を
置
き
、
下
水
道
使
用
可
能
地
域

で
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
た
め
水
洗
化

で
き
な
い
で
い
る
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
借
地
、
借
家
、
経
済

的
な
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

--s
・g
・-sz--AS---AZ--Ta--z

東
部
地

高
型宗
琵防
禦隊
宜の

ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
十
台
、

シ
ャ
ベ
ル
十

本、

ツ
ル
ハ

シ
十
本
、
ト
ビ
グ
チ
十
本、

担
架
二
台



提
出
部
数
は
、
今
ま
で
ど
う
り
四
部

(
消
防
一
部
を
含
む
)
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
建
築
推
認
申
請
に
あ
た
っ
て

は
、
他
の
法
律
や
条
例
な
ど
に
よ
っ
て
、

事
前
協
議
や
許
可
な
ど
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
前
に
十

分
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

う
機
関
と
し
て
、
建
築
簿
作
会
が
設
計

さ
れ
ま
す
。

こ
の
務
作
会
の
安
い
以
は
丘
人
で
、
法

律
、
経
消
、
建
築
、
開
仰
↑
巾
汁
州
、
公
衆

衛
生
ま
た
は
行
政
の
存
分
野
で
、
す
ぐ

れ
た
続
験
と
知
識
を
有
す
る
人
の
う
ち

か
ら
、
市
長
が
任
命
す
る
こ
と
と
な

っ

て
い
ま
す
。

だ
さ
い
。

時
認
の
表
不
版
は
、
日
比
U

制
い
場
所
に

叫
示
し
て
エ
ギ
に
若
手
し
ま
し
ょ
う
。

工
事
中
は
、
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
す
る
と
共
に
、
工
事
の
た
め

道
路
な
ど
の
山
用
庁
可
を
受
け
て
い
る

場
合
に
は
、
完
了
後
き
れ
い
に
復
元
し

て
く
だ
さ
い
。

工
事
が
完
了
し
た
ら
、
四
日
以
内
に

建
築
主
事
(
建
築
指
導
課
)
へ
完
了
届

の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

今
ま
で
、
地
方
事
務
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
建
築
確
認
な
ど
に
関
す
る
事

務
が
、
四
月
一
日
か
ら
、
市
役
所
へ
引
き
継
が
れ
る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
利
便
を
増
進
し
、
秩
序
あ
る
建
築
行
政
を
進
め
、

都
市
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
身
近
な
市
役
所
で
行
う
ニ
と
の
方
が
、

よ
り
効
果
的
で
は
な
い
か
と
い
う
判
断
か
ら
、
移
管
さ
れ
る
も
の
で
す
。

お
互
い
に
、
法
の
定
め
る
基
準
を
守
り
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
心
が
け
た

い
も
の
で
す
。

市
で
は
、
今
、
簡
準
備
を
進
め
て
い
る
と
ニ
ろ
で
す
が
、
ニ
れ
か
ら
の
建
築

行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

だ 昭和56年 3月1日一一一ーベ6)ー

収
入
証
紙
が
変
わ
り
ま
す

ご
注
意
を
/

構
造
計
算
の

基
準
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

窓
口
は

建
築
指
導
課
で
す

建
築
確
認
申
請
の
手
数
料
の
納
入
は

収
入
証
紙
に
よ

っ
て
行
い
ま
す
。

現
在
、
「
長
野
県
収
入
証
紙
」
を
貼

っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
四
月
一

日
か
ら
は
「
上
田
市
収
入
証
紙
」
に
変

わ
り
ま
す
。

上
田
市
へ
の
申
請
に
あ
た

っ
て
は、

県
の
証
紙
は
使
用
で
会
ま
せ
ん
の
で
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
上
田
市
収
入
証
紙
は
、
上
小

建
築
団
体
協
議
会
(
建
築
指
導
課
内
)

で
販
売
を
す
る
予
定
で
す
が
、
四
月
一

日
に
な
ら
な
い
と
販
売
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

一一健全なまちづくりを目指し、 4月1日から一一

建築確認、事務は市役所で

建
築
民
一
準
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
六
月
一
日
か
ら
構
造
計
算
の
法

準
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

今
か
ら
、
で
き
る
だ
け
新
必
本
に
よ

っ
て
設
計
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
築
審
査
会
が

設
置
さ
れ
ま
す

岱⑫4100内線352・364>

四
月
一
日
か
ら
、
建
設
部
に
建
築
指

導
課
(
二
階
)
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
課
で
は
、
建
築
確
認
、
住
宅
金

融
公
庫
の
設
計
及
び
現
場
審
査
、
そ
の

他
、
許
可
、
認
定
、
認
可
、
指
定
な
ど

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
一
連
の
事
務
を

担
当
し
ま
す
。

ま
た
、
建
築

(
住
宅
)
相
談
も
合
わ

せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

建
築
法
準
法
に
基
づ
く
許
可
な
ど
に

つ
い
て
の
同
意
や
行
政
処
分
を
め
ぐ
る

不
服
申
立
て
の
審
理
、
裁
決
な
ど
を
行

え号一一一(腕制御)一一広報う

関係機関

者請

建築確認の事務手順

申

確
認
申
請
書
の
提
出
部
数
は

い
ま
ま
で
ど
お
り
で
す

く建築指導準備室

建
築
確
認
の
事
務
手
順
は
、
別
図
の

と
お
り
で
す
。
簡
易
浄
化
そ
う
の
設
置

届
(
生
活
環
境
課
)
、
道
路
証
明
(
管
理

課
ま
た
は
川
西
支
所
)
が
済
み
ま
し
た

ら
、
建
築
指
導
課
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

消
防
署
へ
は
、
建
築
指
導
課
の
方
で

同
意
を
と
り
ま
す
の
で
、
特
別
問
題
が

な
け
れ
ば
消
防
署
へ
行
か
な
く
て
も
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

確
認
前
の
着
工
は

違
反
と
な
り
ま
す

管理課・川西支所

簡易削ヒそう設置届

生活環境課

明

確
認
前
に
着
工
し
た
り
、
申
請
の
内

容
と
相
違
し
て
建
て
る
と
違
反
建
築
と

な
り
、
工
事
の
中
止
や
罰
金
な
ど
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

公
庫
融
資
を
利
用
し
て
建
築
さ
れ
る
方

は
、
公
庫
の
仕
様
書
を
必
ず
守

っ
て
く

道路証

ー第 834 

道
路
が
な
け
れ
ば

家
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん

ー
ト
ル
の
線
ま
で
は
、
た
と
え
そ
れ
が

個
人
め
敷
地
で
あ

っ
た
と
し
て
も
「
道

， ， 

物
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私
た
ち
の
日
常
生
活
の
な
か
で
「
道

路
」
は
、
大
き
な
泌
響
力
を
も

っ
て
お

り
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
、
極
め
て
重

要
で
す
。

生
活
物
資
の
輸
送
や
汲
み
取
り
作
業

ま
た
、
万
一
の
場
合
の
消
防
活
動
や
避

雛
時
に
お
け
る
行
動
な
ど
「
道
路
」
が

狭
い
と
い
ろ
い
ろ
な
支
障
が
で
て
き
ま

す
。そ

こ
で
、
建
築
基
準
法
で
は
、
「
道
路

と
は
、
幅
員
が
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道

を
い
う
口
と
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

す。
し
た
が
っ
て
、
家
な
ど
を
新
築
、
増

築
、
改
築
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
敷
地

が
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
員
の
あ
る
道

路
に
、
二
メ
ー
ト
ル
以
上
接
し
て
い
な

け
れ
ば
、
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

えつ-{7)一一一昭和56年 3月1日 広報

道
路
後
退
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

そ
れ
で
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
以
前

か
ら
建
ち
並
ん
で
い
る
既
存
の
家
な
ど

は
、
増
築
も
改
築
も
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

一
・
八
メ
ー

ト
ル
以
上
の
幅
員
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
二
メ
ー
ト
ル

後
退
す
れ
ば
、
建
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
道
路
の
中
心
線
か
ら
二
メ

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー
ト
ル
の
線
ま
で
は
、
た
と
え
そ
れ
が

個
人
の
敷
地
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
道

路
で
あ
る
U

と
み
な
さ
れ
る
わ
け
で、

そ
の
中
へ
は
、
家

(
軒
先
も
)
は
も
ち

ろ
ん
、
門
、
塀
、
土
留
な
ど
一
切
の
構

築
物
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

(
図
①
参
照
)

こ
れ
を
「
道
路
後
退
」
と
い
っ
て
、

そ
の
両
側
の
人
た
ち
が
、
新
築
、
増
築
、

改
築
な
ど
を
行
う
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

道
路
の
中
心
線
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
づ
っ

後
退
を
し
て
、
将
来
に
お
い
て
は
、
そ

の
道
路
が
四
メ
ー
ト
ル
以
上
に
広
が
る

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
片
側
が
、
が
け
地
、
川
、
線

路
敷
地
な
ど
に
沿

っ
て
い
る
道
路
の
場

合
に
は
、
一
方
的
に
四
メ
ー
ト
ル
後
退

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

(
図
2

参
照
)

公
共
の
福
祉
の
た
め
に

制
限
さ
れ
ま
す

「
自
分
の
土
地
な
の
に
何
故
」
と
疑

問
を
も
た
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
「
財

産
権
の
内
容
は
、
公
共
の
福
祉
に
適
合

す
る
よ
う
に
法
律
で
、
」
れ
を
定
め
る
日

と
日
本
国
憲
法
で
は
言
っ

て
お
り
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
「
建
築
基
準
法
」
も

で
き
て
い
る
わ
け
で
、
私
権
と
い
っ
て

も
強
く
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
は
、
が

ま
ん
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
す
。

は
、
公
庫
の
仕
様
書
を
必
ず
守
っ
て
く

道路幅員が1.8m以上4.0m未満の

場合には、道路の中心線から2.0m

後退してください。

引
きi

道路幅員

2 

』一一2m

道路の反対側に川や方、ケなどがある場合には

その境界線から4.0m後退してくださ い。

図 2
図|
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後
退
線
(
敷
地
と
道
路
の
境
界
と
み
な
す
)
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号、

勤労青少年ホームの

教餐講座・スポーツ教室にご参加を

ノ、

上回市勤労青少年ホームでは 、働く 29歳までの方を対象

に、下表に より教養講座、スポーツ教室などを聞きますの

で、希望される方は、ご参加ください。

受付 期 限...3月20日制まで

受付 場 所-一勤労青少年ホームへ必ず来館(午後 1時~

9時)のうえ、受講料を添えてお申し込み

ください。ただ し、定員になり、次第締め切

ります。

お問い合わせ・・・上田市勤労青少年ホーム宮⑫7117

午後 1時から 9時までの聞にお願いします。

本
文
第
一
部
は
、
同
和
問
題
を
正
し

く
認
識
す
る
た
め
に
、
本
文
第
二
部
は

レザークラフト教室

議 座 名 コース 期 問 定員 費 用 備 考

料 理 教 ヨE 月、火、水 4月-9月 24名 1，500円(6か月分)

民 踊 教 室 月 年 間 10名 1，000円

茶 道 教 室 月、火、金 4月-9月
男女各

3，000円(6か月分) 江戸千家、袋子家
6名

絵 画 教 室 火 年 間
男女各

2，000円(年 問)
10名

着 イサ 教 室 水、木 4月-6月 12名 2，000円(3か月分)

木 彫 教 室 水 年 間
男女各

2，000円(年 間)
10名

七 宝 焼教室 火 4月-6月 10名 1，000円(3か月分) ド同jl!!!

‘ 
道 教 室 金 4月-9月 20名 1，500円(6か月分)

生 tt 花教室 木、金 年 間 20名 1，000円(1か月分) 草月 if，c、池坊

和 書t 教 室 火、金 年 間 20名 2，000円(1か月分)

レザークラフト教室 火 年 間 12名 1，000円(1か月分)

アーチエリー教室
男女各

1.500円
スポーツ保険料

金 4月-9月
10名 まと紙代

」ー

区
に
か
ら
む
差
別
的
な
偏
見
を
な
く
す

こ
と
。

す
。
差
別
は
社
会
悪
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
差
別
に
対
す
る
法
的
規
制
の

和
四
十
年
八
月
、
同
和
対
策
審
議
会
か

ら
内
閣
総
理
大
臣
に
行
わ
れ
た
の
で
す
@

サークル活動 (クラブ員募集)

卓球クラブ(火曜日)、空手道(水、土)、ダンスクラブ(水)、テニスクラブ (火、木、土)、マンド リンクラブ(木)、

吹奏楽(月、土)、混声合唱(木)、 くわのみ(木)、

各クラブ貝を募集します。ふるって参加しましょう 。
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基本的

理解のために

きれいに使いましょう

ホ市民トイレ、

l 同和問題を考える I 
上

に

で

受

受

お

-『

下
ゎ‘門

司

a
・，

ザ

卓

吹

各

本
文
第

一
部
は
、
同
和
問
題
を
正
し

く
認
識
す
る
た
め
に
、
本
文
第
二
部
は

同
和
対
策
の
経
過
に
つ
い
て
詳
細
な
考

察
が
、
ま
た
本
文
第
三
部
に
は
同
和
対

策
の
具
体
案
が
詳
し
く
述
べ
て
あ
り
ま

す
。

うん
かな具
。ニ体

と的
カずな

示対
さ策
れと
てし
いて
るは
の、

で主
しに
よど

この標識があります。

-海野町

-海野町

区
に
か
ら
む

差

別

的

な

偏

見

を

な

く

す

和

四

十

年

八
月
、
同
和
対
策
審
議
会
か

こ
と

。

ら

内
閣
総
理
大
臣
に
行
わ
れ
た
の
で
す
。

二
番
目
と
し
て
社
会
福
祉
を
す
す
め

そ
し
て
、
そ
の
答
申
を
受
け
て、

昭
和

る
対
策
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
同

和

四

十

四

年

七

月

、

同

和

対

策

事

業

特

別

地

区

は

「

差

別

の

な

か

の

貧

困

」

の

状

措

置

法

(

略

し

て

同

対

法

)

が

公

布

さ

態

に

お

か

れ

て

い

る

の

で

、

こ

の

差

別

れ

た

わ

け

で

す

。
こ
の
法
律
が
成
立
す

と

貧

困

の

悪

循

環

を

た

ち

切

る

た

め

の

る

過

程

で

は

、

文

字

通

り

、

超

党

派

的

社
会
福
祉
と
す
る
こ
と
。

な
考
え
の
も
と
で
衆
・
参
議
院
を
全
会

三

番

目

に

産

業

、

職

業

に

関

す

る

対

一

致

、

承

認

可

決

さ

れ

た

と

い

う

い

き

策
で
す
。
同

和

地

区

住

民

は

不

当

な

差

き

つ

が

あ

り

ま

す

。

ま

ず

同

和

対

策

は

、

日

本

国

憲

法

に

別

に

よ

り

就

職

の

機

会

均

等

が

完

全

に

き

て

、

こ

の

法

律

は

憲

法

の

理

念

に

基

づ

い

て

行

な

わ

れ

る

と

い

う

積

極

的

保

障

さ

れ

て

い

な

い

の

で

、

経

済

的

、

沿

っ

た

も

の

と

同

時

に

同

対

審

答

申

め

な

意

義

を

も

ち

、

基

本

的

に

は

固

め

責

文

化

的

水

準

を

保

障

す

る

基

礎

を

確

立

尊

重

、

基

本

的

人

権

の

享
有
を
保
障
す

任
で
実
施
し
、
部
落
差
別
が
現
存
す
る
す
る
こ
と
。

る
と
い
う
法
の
精
神
を
踏
ま
え
た
も
の

か

ぎ

り

行

政

が

積

極

的

に

推

進

し

な

け

四

番

目

に

教

育

問

題

に

関

す

る

対

策

で

す

。

れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。

で
す
。
同

和

問

題

の

解

決

に

は

教

育

対

そ

し

て

、

行

政

と

し

て

特

別

な

措

置

つ

い

で

対

策

と

し

て

次

の

こ

と

を

実

策

を

重

視

し

、

中

心

課

題

は

平

等

の

原

を

す

る

と

共

に

国

や

県

市

町

村

な

ど

の

施
す
る
よ
う
具
体
的
に
述
べ
て
い
ま
す
。

則

に

基

づ

き

不

合

理

な

部

落

差

別

を

な

地

方

公

共

団

体

が

、

責

任

を

も

っ
て
同

ま
ず
環
境
を
良
く
す
る
対
策
で
す
。

く

し

人

権

尊

重

の

精

神

を

口

ぬ

く

こ

と

和

地

区

に

各

種

の

事

業

を

行

な

い

、

三

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め
、
に
置
く
。

前
回
、
同
対
審
答
申
に
つ
い
て
く
わ
百
年
の
遅
れ
を
一
気
に
と
り
も
ど
そ
う

生
活
基
盤
で
あ
る
環
境
を
改
善
し
、
地
最
後
に
人
権
問
題
に
関
す
る
対
策
で
し
く
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の
答
申
は
昭
と
い
う
も
の
で
す
。

内
謡
曲
。
升

ω円
謡
曲
の
発

ωの
謡
曲
作
謡
曲
の
長
品
内
￥

ω門
委

U円
*ω
円
台

ωの
#
u
n￥
u"#ω
内
￥
曲
作
誉

U
2
0の
骨

u
n￥
o
n骨
ω何
普
位
行
品

o
n￥
曲
作
謡
曲
円
謡
曲
伶
謡
曲
の
益
曲
作
捧
品
内
説
。
内
昏
叫
の
尋
品
内
￥
品
内
￥

ω行
棒
品
円
骨

ω内
￥

o
n謡
曲
の
持

ω内
￥
品
内
壬
曲
作
養

un#ω
骨
穴
H

再
尋
叫
門
拳

o
n￥
O
円
安

ω円
台

ωの
骨

ω内
￥

O
れる
ω
2
A
X
V
E円
発

ω内
4
0内
e
uの
‘

o
n黄

H
W

内
￥

0
-
z
o

ご

い

。
な

階

分

、

E
J〆
円

円

で

げ

。

〉

の

な

う

居

1

階

刊

『

・

，

ω
白

ん

に

す

ω

ど

さ

よ

商

庖

分

2

時

時

-

一

1

1

包

が

ま

ね

な

汚

し

の

何

狩

庖

ふ

ん

ト

一

F
h一
尾

枚

に

味

れ

日

明

庖

。
ま

れ

湾

時

計

時

階

後

時

後

一

4
T
一

1

1

ル

と

が

W

商

す

い

ぞ

開

6
時

7

1

午

7

午

-
v
v一
…

…

イ

く

上

庖

叩

め

ま

使

れ

。
目

前

後

マ

後

り

~

後

所

~

-

古

H-
一

…

け

ホ

焼

し

力

訓

次

い

に

そ

す

廊

午

ジ

午

か

分

午

議

分

一

ト

引

一

ん

づ

、

ま

め

川

判

断

、

て

い

、

て

萩

~

ャ

~

ほ

却

館

~

会

初

一

宣

墜

一

l

t

は

れ

れ

は

聞

社

時

社

時

社

時

会

時

工

時

プ

F
一

に

か

て

た

し

産

副

」

さ

き

問

時

全

日

会

叩

会

8
町

9
商

8

-

I

l

一

夜

魚

い

け

い

内

討

レ

放

、

時

る

限

前

式

前

式

前

野

前

回

前

-

「

剛

『

一

冷

赤

つ

つ

お

市

駐

イ

開

て

る

い

有

午

株

午

株

午

海

午

上

午

-

げ

は

一

型

型

に

を

て

削

ト

り

し

き

て

一

一

比

一

大

大

②

す

い

腐

制

民

よ

意

で

い

町

一

冷

川

一

①

②

か

な

い

開

市

に

注

用

開

尾

ZEF一
目

方

扱

七

「

意

う

使

が

松

戸

-a
壬
-

J

」

ベ

リ

〈

-

好

よ

ど

・

f
¥

食

取

す
。
差
別
は
社
会
悪
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
差
別
に
対
す
る
法
的
規
制
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

以
上
、
五
項
目
が
そ
の
具
体
的
対
策

で
す
。

結
語
と
し
て
は
、
明
確
な
同
和
対
策

の
目
標
を
内
容
と
し
た
「
特
別
措
置
法
」

を
早
く
制
定
す
る
こ
と
。

こ
れ
に
よ
っ

て
園
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
同
和

対
策
事
業
の
実
施
を
義
務
づ
け
る
よ
う

に
と
結
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
答
申
書
が
同
和
問
題
解
決
の
基

本
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
、
わ
が

国
に
は
じ
め
て
の
部
落
解
放
を
め
ざ
し

た
法
律
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」

が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

同
対
法
の
意
裳
及
び
対
策
事
業
は
ど

う
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

-海野町

-大手町

3月14日住)

Eコ
ロロ
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お知らせ
え

計
量
モ
ニ
タ
ー
を

、っ報広一
市
民
の
皆
さ
ん
の
消
費
生
活
を
守
る

引
刑
た
め
、
次
の
と
お
り
計
量
モ
ニ
タ
ー
を

肘
脚
募
集
し
ま
す
。

問
問
募
集
資
格
食
料
品
関
係
の
小
売
業
を

附
則
営
ん
で
い
な
い
人
、
ま
た
は
こ
れ
に

ペ
携
わ
っ
て
い
な
い
家
庭
の
主
婦
で
、

一
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

一
①
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

号
②
過
去
に
計
量
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て

4

い
な
い
人

内
毛
d
V8

募
集
人
員
・
:
十
二
名

(
応
募
者
多
数
の

第
場
合
は
、
勝
手
な
が
ら
選
考
さ
せ
て

d

い
た
だ
き
ま
す
)

商
工
観
酎
量
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
6
0
3

号ー

② 

34 

浦里保育園では、2月21日主に父親を対
i象としだ保育参観ガ行われましだ。各つラ
iスとも、紙芝居(写真〉、イス取りゲム、
:ヵハノタ取りなど趣向をこうした保育内容で、
:リズム室では園児の作昂震も開かれましだ。
i参観のお父さん、お田さんは、家庭では貝ら
iれないわが子の姿に目を細めていましだ。

職
務
内
容

①
指
定
す
る
期
間
内
(
六
月
と
十
一
月
)

に
購
入
し
た
調
先
対
象
商
品
(
主
と

し
て
食
料
品
)
の
量
目
に
つ
い
て

市
で
お
針
し
し
た
ハ
カ
リ
を
使
用
し

て
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
て

も
ら
い
ま
す
。

②
会
議
(
年
三
回
)
に
出
席
し
、
計
量

に
関
す
る
意
見
な
ど
を
寄
せ
て
も
ら

い
ま
す
。

任
期
・
:
九
か
月
(
五
月
か
ら
翌
年
一

月
ま
で
)

謝
礼
:
・
調
査
終
了
後
、
薄
謝
を
差
し

上
げ
ま
す
。

募
集
期
限
:
・
三
月
三
十
一
日

ωま
で

応
募
方
法
・
・
・
官
製
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、

家
族
構
成
、
電
話
番
号
を
お
書
き
の

う
、
ぇ
、
〒

3
8
6

上
田
市
大
手
一

|
一
一

一
六
市
役
所
商
工
謀
計

量
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

で
に
、
中
央
道
西
宮
線
の
県
内
分
は
、

諏
訪
、
茅
野
市
付
近
の
今
年
開
通
を
待

つ

。

野
球
場
の
売
応
権
利
の

入
札
を
し
ま
す

体
育
謀
施
設
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
7

上
田
市
営
球
場
お
よ
び
県
営
上
田
野

球
場
内
の
物
品
版
売
権
利
の
入
札
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格
・
:
市
内
に
有
住
の
庖
舗
を
有

す
る
人

と
き
・
:
四
月
一
日
州
、
午
後
一
時
三

十
分

と
ニ
ろ
・
:
市
役
所
四
階
第
三
会
議
室

持
ち
物
・
:
印
鑑
、
封
筒
六
枚

販
売
権
利
期
間
:
・
四
月
一
日
か
ら
一
年

同
吋

E
I'
 

ス
キ
I
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

募
集
し
ま
す

体
育
謀
体
育
振
興
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
5

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
は
、
夏
季

合
宿
お
よ
び
夏
季
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
は

じ
め
冬
期
シ
ー
ズ
ン
は
、
菅
平
ス
キ
ー

場
で
技
術
練
習
を
主
に
行
い
ま
す
。

運
動
不
足
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
に

次
に
よ
り
入
団
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

対
象
者
・
・
・
小
学
校
四
年
生

募
集
人
員
・
二
十
名

(先
着
順
)

固
定
資
産
税
の

申
込
期
限
:
・
三
月
二
十
三
日
川
か
ら
同

二
十
八
日
川
ま
で

入
会
金
・
・
・
三
千
円

用
具
・
ゼ
ッ
ケ
ン
代
な
ど
:
・
五
千
円

年
会
費
・
:
一
万
円
(
合
宿
時
パ
ス
代
な

ど
)

申
込
先
・
・
・
刊
用
を
添
え
て
体
育
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

機
械
編
技
術
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集

働|

宮<! 
⑫婦
2人
9の
8家

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
県
内
職
援
助

セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
次
の
と
お
り
機

械
制
技
術
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
働
く
婦

人
の
家
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電

話
で
も
結
構
で
す
。

対
象
者
・
:
市
内
に
住
ん
で
い
る
婦
人
で

初
心
者
に
限
り
ま
す
。

募
集
期
間
:
・
三
月
十
二
日
嗣

1
十
四
日

と

き

:

・四
月
中
の
休
館
日
な
ど
を
除

く
十
六
日
間
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

三
時

と
ニ
ろ
:
・
働
く
婦
人
の
家

受
講
料
:
無
料

定
員
:
・
十
五
名
(
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
)

そ
の
他
・
:
機
械
は
、
婦
人
の
家
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
次
回
は
、
秋
の
予

山
本
鼎
記
念
館

宮
⑫
2
6
9
3

山
本
鼎
記
念
館
で
は
、
本
年
も
洋
画
、

版
画
、
木
彫
(
農
民
美
術
)
の
美
術
教

室
を
開
講
し
ま
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
お
早
自
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
教
室
の
日
紅
な
ど
細
部
に
つ

い
て
は
、
受
講
生
に
な
り
次
第
、
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日
:
・
三
月
三
十
一
日

ω

ー
部門 定員 期間 受講料 備 .t)"

木彫 A 40名
4月-11月

1，800円
(毎月 1回)

初心者を対象

ト一一

木彫 B 40名
4月-11月

1，800円 経験者を対象

トー一
(毎月 1回)

i羊雨 A 40名
4月-11月 1，800円 初心者を対象

ドー (毎月 1回)

}羊両 B 40名
4月-11月 1，800円 経験者を対象

ト一一一ー
UI正月 1回)

版 両 40名
4月ー11月 1，800円

初心者、総験者

(毎月 1副) を聞いません
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場
合
は
、
勝
手
な
が
ら
選
有
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
)

募
集
人
員
・
:
二
十
名
(
先
着
順
)

し
て
あ
り
ま
す
。
次
回
は
、
秋
の
予

② 

834 

シリーズ・関越道上越線

画計の国i兄

て
に
、
中
央
道
西
宮
線
の
県
内
分
は
、
国

諏
訪
、
茅
野
市
付
近
の
今
年
開
通
を
待

E

固
定
資
産
税
の

っ
て
、
県
内
全
線
供
用
の
予
定
で
す
。

=司
課
税
台
帳
を
縦
覧

一
関

越

道

上

越

線

の

一

副

転

劇

l
i
l
i
-
-
-
-

建

設

計

画

概

要

一

お

れ

日

間

線

2
3
6

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

長

野

県

動

物

愛

護

会

主

催

、
動
物
愛

Z
I
l
-
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
-
l
E

は

一
日
生
活
教
室
と
し

て

、

プ

ラ

ス

護

会

上
小
支
部
共
催
に
よ
り
、
動
物
愛

建

設

線

の

区

間

=

一二
月
二
日
聞
か
ら
三
月
二
十
日
幽
ま

チ

ッ
ク
の
安
全
性
に

つ
い
て
講
演
会
を
好
者
が
動
物
保
護
の
精
神
の
普
及
に
努

群
馬
県
藤
岡
市
か
ら
新
潟
県
上
越
市
ロ

で
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

次
の
と
お
り
聞
き
ま
す
。

め
、
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
貢
献
す

ま
で
の
約
二
百
二
キ
ロ

υで
す
。

E

ま
で
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
、
ぇ
大
る
た
め
次
に
よ
り
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。

通

過

す

る

主

な

経

過

地

=

日

曜
日
は
休
み
)
、

市
役
所
資
産
税
課
勢
お
で
か
け
く
だ
き
い
。

動
物
愛
好
家
の
多
数
ご
参
集
を
お
待

富
岡
市
、
佐
久
市
、

小
諸
市
、
上
回
目

で
、
固
定
資
産
税
の
課
税
台
帳
の
縦
覧

と

き

:
・
三
月
二
十
六
日
附
、
午
後
一
ち
し
て
い
ま
す
。

市
、
更
埴
市
、
長
野
市
、
須
坂
市
、

E

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
か
ら
三
時

と

き

・:
三
月
九
日
間
、
午
後
一
時
三

中
野
市
、
新
井

市

国

な
お
、
「
広
報
う
、
え
だ
」
二
月
十
六

と
こ
ろ
・
:
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
教

十

分

か

ら

四
時

標
準
車
線
数

E

日
発
行
、
第
八
三
三
号
の
十
ペ

ー
ジ

、

室

と
こ
ろ
:
・
上
回
合
同
庁
舎
六
階
講
堂

四
車
線

E

「固
定
資
産
税
の
課
税
台
帳
を
縦
覧
」

講
演
会
テ

l
マ
:
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

講
演
内
容
・
:
「
動
物
の
習
性
と
飼
育
管

設

計

速

度

=

中

、

〈
審
査
の
申
し
出
〉
三
月
一.一
十
目

安

全

性

」

理

の

要

点

に

つ

い

て

」

マ
平
地
部
・:
百
キ
ロ

灯

/
時

E

ま
で
・:は
、
三
月
三
十
日
ま
で・
:
の
誤

講

師

:
・
生
活
評
論
家
・
正
木
英
子
き

講

師

・
:
財
団
法
人
日
本
モ
ン
キ
ー
セ

マ
山
地
部
:
八
十
キ
ロ

灯

/
時

E

り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ん

ン

タ

l
動
物
園
長

・
小
寺
重
孝
さ
ん

マ
山
岳
部
:
・
六
十
キ
ロ

灯

/
時
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イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
(
県
内
分
)
国

納

す

、

船

障

保

万

ば

仁

こ

保

将

が

ら

機

で

年

つ

り

ロ

「

は

は

引

て

、

、

る

。
た

の

の

い

融

金

「

も

4

1

佐
久
市
、

小
諸
市
、
上
田
市
、
坂
城

=

の

料

金

老

し

し

と

な

す

す

れ

分

る

が

金

年

町

長
野
市
、
小
布
施
町
、
豊
田
村
、

一

分

険

年

算

と

か

る

寸

社

ま

ら

自

な

方

の

民

な

任

線

②

E

期

保

民

池

障

し

い

る

-

い

め

ご

に

の

り

固

い山
責

納

線

信
濃
町
の
各
市
町
村
付
近

E

4

、

国

齢

保

。
で

れ

つJ

ま

納

。
け

れ

よ

の

引

が

印

有

基

本

計

画

=

第

が

。
老

の

す

い

ら

J

し

に

す

助

忘

も

た

何

回

訓

E

料

た

か

る

で

ま

な

け

l

て

と

で

手

め

、

な

河

同

マ
昭
和
四
十
七
年
六
月
三
十
日

・
藤
岡

=

険

し

う

な

中

り

め

安

航

つ

ご

め

て

納

急

あ

切

で

す

阻

市

長
野
市
問

=

保

ま

よ

と

途

あ

納

カ

日

間

な

期

る

し

、

至

。

げ

ま

ま

凶

マ
昭
和
四
十
八
年
十

一
月

一
日
・
長
野

一

時

肝

札

肘

仁

W

配

備

怖

出

納

凶

恥

九

十

P

M

M

か

一一

市
1

上
越
市
間

=

民

も

た

手

な

な

限

る

ト附

れ

、

得

補

。
た

だ

は

お

し

帥

自

国

」

れ

の

で

金

期

よ

j

ら

は

て

の

す

し

く

料

て

用

問

整

備

計

画

=

の

月

ら

活

り

年

納

に

く

け

金

つ

へ

で

ま

て

険

つ

運

沼

昭
和
五
十
三
年
十

一
月
二
十
一

日

・

=

度

2

め

生

か

子

各

故

な

受

年

よ

族

金

い

め

保

な

に

同

ロ

年

の

納

の

ば

母

を

事

で

が

め

に

家

年

や

納

金

と

利

間

藤
岡
市
|
佐
久
市
間

=

日

限

て

後

金

・

料

の

り

金

ら

料

、

民

し

で

。
年

」

有

蹄

=

期

べ

老

年

害

険

一

か

年

れ

険

来

国

つ

関

す

金

て

但

国
の
高
速
自
動
車
道
計
画
は
全
国
で

七
千
六
百
キ
ロ

灯
で、

こ
の
う
ち
す
で

に
供
用
さ
れ
て
い
る
道
路
延
長
は
、
約

二
千
七
百
九
十
二
キ
ロ

灯
で
す
。
準
備

中
は
約
二
千
六
百
二
十
三
キ

ロ
灯
で
、

残
り
約
二
千
百
八
十
五
キ
ロ
υ
川
が
計
画

さ
れ
て

い
ま
す
。

長
野
県
内
で
は
、
二
道
三
路
線

(中

央
道
西
宮
線
、
中
央
道
長
野
線
、
関
越

道
上
越
線
)
で
、
通
過
延
長
は
約
三
百

十
キ
ロ

日
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
す

えベ11ト一一昭和56年 3月1日 広報う

概

くらしを守るあなたの国民年金

⑭ 

日
生
活
教
室
に

ご
参
加
を

動
物
愛
好
家
の
皆
さ
ん

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
⑮
0
9
9
8

講
演
会
を
聞
き
ま
す

保険料は完納しましょう



だ 昭和56年 3月1日一一一一(12)-

(
一
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

ー第 834

保
屋
野
松
子
さ
ん

宮
島
春
義
さ
ん

杉

原

カ

さ

ん

遠
山
き
よ
じ
さ
ん

宮
下
キ
ミ
さ
ん

中
央
六
丁
目

荒
井
幹
雄
さ
ん

浜
村
ミ
や
の
さ
ん

常
磐
城
二
丁
目

安
藤
は
る
え
さ
ん

久
保
井
正
亀
き
ん

小
松
ふ
み
子
き
ん

石

川

巌

さ

ん

緑
が
丘
一
丁
目
(
緑
が
丘
)

内
久
根
い
わ
を
さ
ん
仁
古
田

曲

尾

け

さ

よ

さ

ん

手

塚

黒

坂

か

つ

よ

さ

ん

東

前

山

堀

部

隆

さ

ん

岡

堀

之

内

朝

男

き

ん

宮

之

上

成

田

と

か

さ

ん

塩

田

新

町

西

条

末

治

さ

ん

笹

井

児

玉

多

賀

子

さ

ん

西

前

山

田

中

ぱ

し

の

さ

ん

小

泉
保

野

上
本
郷

奈
良
尾

長

島

え

愛
宕
町
)

諏
訪
形

号一一一(抑制鰐)一一広報う

(
新
町
)

東
前
山

笹

井
千
曲
町

七七六七
二二八三

杉
原
ト
シ
チ
さ
ん

回
辺
量
治
さ
ん

田
中
紀
幸
さ
ん

坂
口
酉
三
さ
ん

常
磐
城
六
丁
目

成
沢
米
吉
さ
ん

踏
入
二
丁
目

清
水
長
松
さ
ん

小
出
ハ
ル
さ
ん

中
央
西
一
丁
目

山
田
と
み
さ
ん

萩
原
よ
祢
さ
ん

中
央
二
丁
目

井
出
初
枝
さ
ん

高
橋
た
っ
さ
ん

宮
腰
か
ね
ぢ
さ
ん

天
神
四
丁
目
(
北
天
神
町
)

高

倉

彦

太

郎

さ

ん

上

青

木

横

関

学

而

さ

ん

下

之

郷

清

水

ま

さ

の

さ

ん

築

地

山
田
繁
作
さ
ん

常

入

一

丁

目

(

踏

入

)

三
橋
た
き
子
さ
ん

中
央
二
丁
目
(
海
野
町
)

清

水

辰

夫

さ

ん

畑

山

宮

原

か

ん

さ

ん

柳

沢

宮

沢

貞

女

さ

ん

吉

田

細
野
虎
雄
さ
ん

中
央
一
丁
目
(
北
天
神
町
)

城
下
利
三
郎
さ
ん

常
国
三
丁
目
(
上
常
国
)

阿
部
っ
た
い
さ
ん

天
神
一
丁
目
(
北
天
神
町
)

柳
原
勝
太
郎
さ
ん

川
辺
町

岩

下

東
築
地

(
常
磐
町
)

畑 (
E沓
入

山)

川~

辺時
市町 )

材
木
町
)

久
保
林

川
辺
町

七一
七
六

四七七九
五八八一

八 七九八三八九八八八
ー八一一一 O 八 七九四

五
三

六
一

八

O

踏
入
二
丁
目

山
崎
ゆ
き
さ
ん

山
岸
勝
子
さ
ん

山
崎
み
き
さ
ん

山
野
井
正
女
さ
ん

山
岸
九
十
九
さ
ん

情
詰
た
つ
よ
さ
ん

中
央
北
一
丁
目

久
保
井
和
男
さ
ん

赤

沼

操

さ

ん

中
央
四
丁
目

布

施

勉

さ

ん

中
央
三
丁
目

斉
藤
田
敏
さ
ん

手
塚
今
朝
明
さ
ん

成
沢
武
雄
さ
ん

田
中
悦
雄
さ
ん

宮
下
資
誠
さ
ん

坂
田
文
江
さ
ん

踏
入
一
丁
目

家
本
庄
治
さ
ん

踏
入
二
丁
目

宮
原
由
尾
さ
ん

緑
が
丘
三
丁
目
(
緑
が
丘
西
)

山
崎
友
保
さ
ん

中
央
北
一
丁
目

(
新
田
)

林

悦

雄

さ

ん

小

泉

片

山

雄

一

郎

さ

ん

中

野

大
矢
留
三
郎
さ
ん
上
川
原
柳
町

南

沢

康

善

さ

ん

岡

山

岸

時

次

郎

さ

ん

川

辺

町

滝
沢
と
め
の
さ
ん

緑
が
丘
一
丁
目

鈴
木
古
寿
さ
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八
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上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

田
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。
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八

六 七七六四七
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四七

一
、
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

，、

奥
山
住
芸
さ
ん

中
村
と
志
を
さ
ん

常
磐
城
一
丁
目

橋
本
ス
ゲ
き
ん

ノ、ノ、
八九

下
青
木
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蛇面
沢!空

八
三

七
三

七
八

七
八

五
四

訂
正
お
わ
び

八八三七五五八
四七二八六九三

「
広
報
う
え
だ
」
二
月
十
六
日
発
行

第
八
三
三
号
の
五
ペ
ー
ジ
、
「
五
十
四

年
度
特
別
会
計
決
算
の
状
況
」
中
、
交

通
災
害
共
済
事
業
・
歳
入
三
、

O
二
阿

万
円
は
、
三
、

O
同
二
万
円
の
誤
‘
り
で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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